
2023年度 個人研究実績・成果報告書 

2024年 4 月 25 日 

所属 学長 職名 学長 氏 名 原科幸彦 

研究課題 
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－日本のアセスメント制度のレビュ－を踏まえ 
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１．研究成果の概要 

SDGs は社会の全ての主体に環境・社会影響への配慮を促すものであり、とりわけ民間企業や公的組織

など影響の大きな行為を行う主体は、アカウンタビリティを果たすために IA の適正な実施が必要である。

今年度は、IA の代表である環境アセスメントと SDGs の関係について、これまでの研究成果をまとめ、

『環境法研究』に論文を掲載するなどを行った。日本のアセスには情報公開と参加の両面で問題がある。 

この点で、神宮外苑再開発計画の環境アセスメントは重要な課題を抱えている。この事例は東京都の条

例アセスとして 2019 年に始まったが、2022 年から多くの問題が顕在化し社会的問題となっている。筆者

は IA の専門家と共に研究活動を進めるとともに、学会やメディアを通じて社会に対し発言を続けてきた。

2023 年 1 月 30 日の評価書公示の直前、イコモス日本委員会は評価書に多くの虚偽報告があると指摘した

が、審議会はこの指摘に正面から答えず着工した。筆者はアセス専門家の責任を果たすべく、IAIA 日本支

部の代表として支部会員と共にこのアセスを分析評価し、東京都知事に対し是正勧告を提出した。 
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３．主な経費 

国内諸学会でのセッションの企画運営及び発表、論文執筆等の作業に、消耗品費や資料収集費を使用し

た。対面での開催の他、一部はオンラインとのハイブリッドで開催された。対面での学会等に参加のため

旅費も使用した。国際学会は International Association for Impact Assessment (IAIA)、国内学会は環境

アセスメント学会、社会・経済システム学会、日本不動産学会、環境情報科学センターなどである。 

 

４．その他の特筆すべき事項 

IAIA 日本支部から小池百合子東京都知事に対し、神宮外苑再開発計画アセスの適正化を求める勧告を

発出した（2023.6.15）。筆者は IAIA 日本支部代表として副代表らと共に記者発表を行った。 

 また、国連のビジネスと人権 WG が昨年来日調査を行ったが、その補足調査のため年明けに来日し、神

宮外苑再開発問題について筆者指名でインタビュー調査を行い、これに答えた（2024.1.19）。 

（本文は 2ページ以内にまとめること） 

 


